
中央社会保険医療協議会 総会座席表   

日時：平成20年10月22日（水） 9：30～10ニ20（目途）  
会場：厚生労働省 専用第18～20会議室（17階）  

中央社会保険医療協議会総会（第135回） 議事次第  

平成20年10月22日（水）   

於 厚生労働省  

専用第18～20会議室  

議 題  

○ 医療機器の保険適用について  

○ 臨床検査の保険適用について  

O DPCにおける高額な新規の医薬品等への対応について  

○ 産科医療補償制度創設に係る診療報酬上の対応について  

○ 医療経済実態調査の実施について  

○ その他   

吉富  
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唱において包括的に評価されている区分） 年月日：平成20           10月1日   

特定瞥靂t■l暮王■l■l■書の区分   
22000BZXO1227000  MAGNETOMヘーリオ   シールス旭メデイテブク株式会社  MR  狂  7轡   
220（X）BZXO13（泊000  オリンハ’スカフセル内才一仔シス号ム  刑ンハスメ子■dJ   入手ムス  式会社   

Z20AB8ZX00098000  上部消化管汎用ヒテ▼オスコづOしYMPUSG】FTYPEYOOO3   
内    謂  

オ    ルハスノティ加  ステムス■  式舎】吐   

220A白BZX000990∝〉  大円芸t：’テTスコー10LYMPUSCFTYPEY（】OOl  ルハスノ子ィカル  ステムスー  立会手1   

220A日日ZX（刀】01000  上部消化管汎用ヒデオスコー70LYMPUSG】FTYPEY（氾01   
内    摂  

オ    ノンハスメテ／加し  ステムスー  義金毒1   

220人8日ZX∝1181000  胆肩ヒデオスコープ▼oLYMPUSCHFTYPEV   オ   ルハースノ子’血ル  ステムス‘  式全車t   

220ABBZXα】2220（X）  内報社用I召音波モ巨j劇禁首EU－YOOOl   
内    丑  

オ   Jンハスノテ′カル  ステムス’  蓋全社   鐸    濱柊菅装：曹‖‖   

220ÅBBZX（氾2340（泊  ヒゾウェーフ   テルモ株式芸子ナ  指    零増引曹（Ⅳ）   
ー7OLYMPUSBFTYPEUC26CIFW  オリンハ■スメテイカル    ステムス株式会社  内    】正   

オりンハ‘ス／子’〟仙    スキムス●株式会社  箋事有（打）   

オリン八スノティ加し    ステムス株式会社  
220AHBZX（泊011000  ニューロス†子’ィFT－3（MO   筋    膏十（Ⅱ）   

220AH日ZX（X〉013000  ハイサンソ3R   帝人ファーマ株式会社  際  菜供ま含当事暦（Ⅰ）   

220人GBZXO〔1117（X10  ハ’ィウルモニターブmンホー   エムヒ‘－ゾヤハ）ン株式会社  心    阿（Ⅰ）   

220AG8ZXOO】】7（刀0  

220AGBZXOOllT000  
脳L  

f騒    切   
220AGBZXOO147（旧0  マイオモニター フレックスコンホ■   工ムヒーソ十ハ，ン様式会‡土  肝    円   
220AGBZXOO215（旧0  餌帳部OCTSS－1000   株式会社トメーコー村レーシ］ン  
220AGBZXOO215000  

新たな保険雇用 区分B（個別騨価）（材料価格として個   別に評価さ 
■iIl名 

険適用開    始年月日：平成20年10月1日   
ウFI■t臣【分   t■竜■一■＃【円】   

20300日ZZOO452∝旧  シュ7－フユーサ■－A   ニブロ株式会‡土  008措蒜型ディスポーザブル注入ポンプセット   ￥4（旧0   

21200BZヱ0055400  －】眼外科キット   】集  式全社ホキーナチdん  099組織代用人工繊維布（1）心血菅系用印血管用フェルトファフリック  1cd当たりY128   
21200日Zヱ00555000  嬉人料キット   株  正 会計薦キJテ■dん  099絶佳代用人工組雄布（1川）血管系用（11血管用フェルトファフリッウ  1cd当たり￥128   
21200BZヱ00567（00  泌尿等科キット   ◆・  式会社ホキーメデイ力ん  09g組織代用人工級維布（1）心血管系用伸血管用フェルトファブリック  1c【電当たり￥128   
Z1900BZZ∝XI180（X）  TMPIA8Pハ■ルーンカテーテル   128／くルーンバンビンケ用′くルーンカテーテル（2）一」拾円東梢l盾Iす温存智   Y222（X）0   

21900BZXOO779㈱  血管内OCTイメーゾウイヤー   14g血管内 ￥151㈱   
●＝＝  ● ●：●…  APSNatur81日it）ステム   シ●ンマ一株式会社  j絶l折IiI轟■ち閂ねテ一千ん               05一人二段関節用材料（2）大腿骨側材料（1 ￥576．（X〉0   
●＝＝  ●  ● …  ハ〉リテックス   タイコヘルスケアシ‘ヤハ■ン株式会社  099絹】鮭代用人工組総高（2）ヘルニアl蕃鱈 
22000日ZXOllO50（X】  

1d当たり￥80  
099組織代用人工級維布（2）ヘルニア修復 †19．100   

＝●；  ●   ＝●●  BioRClスクIJl－   スミス・アントネフユーエント’入コピー株式会亨土  080合成吸収性骨片稚合ゎ‖導（5）インターフエランススクリュー   》t39．α）q   

22000BZXO1131〔旧0  セルフロッキンケ人工相関節（Co－Cr－Mo合金製）  ナカシマナロヘう株式会社  068人工指関節用材料（り人工手指関節用材料②その他の人工手指関節  It22，（X和   

ア近位側材j持  
22000BZXOl1310（X）  068人工相関節用材料（り人工手指関節凧材料成その他の人工手縮関節  封∝岬00   

用材料イ遠位側材料  
Z2000BZXO1203㈹  先】駆   ハナ］／アイカん株式会社  別2血管進取用ガイドワイヤー（3）繊細血管閂   ￥18gO（】   

2200（】BZXO12360〔旧  1ントータックリラ†アンスGデュアんコイル   ホーストン・サイ工ンティフィワクゾヤハーン株式会社  l柑植込み型除相和器用カテーテル電捜（り植込み型除細勤番用カテーテル  
℡栖（シングル）   

Z2000BZXO124∝）∝）  工ントークックリライアンスSGシンケんコイル   ホ′ストン・サイ工ン子イフィツウシーヤハしン株式会社  l柑植込み型除細動器用カテーテル電極（1）植込み型除細動器用カテーテル  
電極（シングル）   

Z20（氾BZXO】2950〔旧  しCP大トナトーフロートナレート（滅菌）   シンセス株式会社  080固定用内割子（スウIjl－）（1）一般スウリユー（生休用合食【）   ￥丁．280   

220008ZXO12950（）0  881固定用内削子（フレート）（2）ストレートプレート（生体用会合トL）   ￥35．800   

22000BZXO1296000  アトラスⅡ＋DR   セ  Ⅲ  ユートメディ仙1集式会社   117綿・入み型除細勒器（3）植込み型偏礁Ⅷ儲（Ⅳ型）   ￥3．3（XI．000   

220（X）BZXO1297000  アトうスⅡVR   セ  Ⅲ  ユートメデ佃ル1蚤正金寺土  117折込み型除欄動器（2）植込み型除劇朋儲（Ⅲ型）   I3．160．000   
22000BヱXO1300000  刑ン／l‘入わ′セん内粗く臨シスキム  オ  ンハしスメデイ】川′システムス株式会社  148カプセル型内祖措   YT7200   
2ZOOOBZYOOO24（X氾  〟・HIPセルトステム   粗（2）大腿骨側材ぎl色〕大腿骨ステム〈皿）   ・ ● ●●●   

220ABBZX∞247（XX）  ディ久木■－サケル注射£十DNM   オリン／l｝スメディ加ルステムスー株式会社  療法用セット（り食道静脈瘡硬化療法用穿刺針   ￥4，840   

220ADBZXOOtl〔X）（X〉  腎孟八’ルーンカテーテルS   富士システムス■株式会社  031ド痩又は月秀胱霹用カテーテル及びカテーテルセット（り腎便用カテーテル  Y2．570   
ぶ腎孟／くルーン型  

220ADBZXOOlll恥0  膀胱饉ハ’ルーンカテーテル   富士   ステムスー株式会社   031腎優又は捌鬼優用カテーテル及びカテーテルセット（2）膀胱燻用カテーテル   Y4．3（X）   

220ADBZXOOl12（朋  シリ］一ンフォーリーカテ一子ん   菖士   ステム入■株式会社   00ヰ在宅寝たきり患者処置用膀胱留置用ディスポーザブルカテーテル（2）2官一般（Ⅱ）   
220AD巳ZXOOl12000  

￥899  

∽引際胱留置用ディスポーサブルカテーテル（6）圧迫止血   Y4．53t）   

220ADBZX（X〉112000  004在宅渾たきり黒看処有用籍既習有用ディスポーザブルカテーテル（5）特   
22（】ADBZX∞112000  

Y2．110  

039瞞胱留置用ディスポーザブルカテーテル（2）2昏一般（Ⅱ）   ￥899   

Z20ADBZX（X）112000  039瞳胱留置用ディスポーザブルカテーテル（5）特定（Ⅱ）   Y2110   
220ADBZXOOl13（X旧  へ一ンロース↑‘レーンAR   029吸引管tカテーテル（2）受勤吸引聖甘ノブイルム・チューブドレーンアフイルム型   
220ADBZXOO】15000  G8冒‖■ハルーンカテーテん   

Y281  
富士   ステム入’株式会社          富士   ステム入株式会‡土   037交擢用胃I■カテーテル（1）胃留置聖（1）バンパー聖イカイドワイヤーなし  Y20，0（X）   

220ADBZズ（氾116000  イレウスチュづ   富士   ステムス′複式会社   
220AD8ZXOO‖7（X）0  ルウ入手ュづ‘Ⅱ   

￥41800  
富士   ステムス′株式会社   0コ0イレウス用ロングチューフ（2）スプリント膳傷付加型             030イレウス用ロングチューブ（2）スプリント機能付加型   い‖月00   

220ADBZXOO121（氾0  ファイコンGB気管切開チ1－フ   冨士システムス■株式会社  Y5．210   

038気管切開後留置用チューブ（1）一般型（11カフ付き気管切開チュープア カフ上部吸引機能ありi一重管  

220ADBZX（X）】21（〕00  038気管切開後留置用チューブ（1）一般型な1カフなし気管切開チューブ   Y4．410   
220ADBZX（X）121000  038気管切開後留置用チューブ（り一般型（tニカフ付き気管切開チューブイ  V4．240   

なしi一 

220AD日ZXOO121000  003在宅寝たきり患者処置用気管内ディスポーザフルカテーテル（1）一般型  Y5、2】0   

カフ上組吸引機絶手笹           やカフ付き気管切開チューブアカブ上如吸引機能あリi一重管  

220ADBZX00121000  003在宅寝たきり患者処置用気管内ディスポーザブルカテーテル（1）一般型  Y4．410  

ぎカブなし気管切開チューブ  





2．歯科  

用 区分B（個別評価） 格として個別に評      されている軋分）保        適用   開始年月日：平成20年tO月1日   

15400日ZZOlO200（旧  ウ  ト「キャスト12G   

15700日ZZOO874000  7  ット   1慣￥T79   

219ÅFBZXO00之α〕00  シケナス  睡  化学工業株式会社        031レジン閲 前腕用（JIS請合品）  6本1鯛Y269   
2t9AFBZXOO（】20000  032レジン歯臼飽斥＝J】S請合品）  8本1趨Y269   
219AFBZXO〔旧940（Xl  蘭  l升机ハ■ンS   首本由研工業株式会社         012掬  事・  封柑  用銀合金！酢蛸（銀60％以上インジウム5％以上JIS適合品）  1g￥106   
219AF8ZX（X）09‘lAOl  サクセスSE  1丘￥106   

Z19AFBZXOOO95000  シル八一ーS  1ヱ￥tO6   

219AFBZX0009600（〉  シルヒゾウムH  1E￥106   

2t9AFBZX印】q97000  シルビゾウムRH  1EY106   
之19ÅF8Z）（002030（旧  エステハうE  1E￥702   

2】9AF8ZX0020J暮000  ハうゲロリ7F．G．12  1g￥702   

220ADBZX00075000  セン如イシり一入  020剤世惟矯正用捜（丸型及び角型）  1末Y527   

220AFBZXO（旧760（氾  由研久一フうA線  トミー株式会劇                      日大鎗研工業株式会社         023前科用ステンレス欄撼 勤用（JIS適合見）  1α11￥9   

220AFBZXO（Xけ60（XI  日本萬l訂工菓1蚤！正会社         024謁科用ステンレスⅦ捜 バー用ぐJIS凋含品）  1c爪￥18   

2之OAFBZXOOO780（〕0  コハ■ルタ山l－－は  日本茜研工菓株式会社         022画料用コ／てルトクロム合金線 バー用（JIS適合品）  1cml略7   

220AFBZXO00？70（X〉  コハ’ル今ム線  日東幽研工業      式会社    021歯科用コ／くルトクロム会合綾 さl用（JIS適合品）  1αrlI16   

220AFBZXOOO81000  サクセス［  合金 宗2縄（霊屋60％以上インジウム5％以上J【S適合晶）  1gI106   
220AFBZX（X】081AOl  サリ八▼ン7うテナE  日本茜研工壬      式舎字†    012甫雷   ぞ路  用： 
220AF巳ZX亡旧082000  サリハーンタフネスⅡ  日東甫研工羊      ■正余事†    O12謁   緋  用瀾                          田舎金 言2擢ほp80明歳1上インジウム5％以上JIS；西台晶）   11三I106       白玉甫l訂工婁      式会社    012曲事   鋳造用紹含令 冨2椎（舘60％以上インジウム5％以上J【S請合品）    1EYlO6   

日東許l許二王      1蓬式会社    012絶筆   鋳造用根会合 零2橿（銀60％以上インジウム5％以上J【S；両全品）  1EIlO6   
220AF巳ZX（〉008ユ000  由  研サリハーンハうエイトわネス                      220AFBZXt：巾084000  シル八一ーフうチナⅡ  日本謁】許工蔓株式会社         012鮪靂   篠  用綴舎令1g2I事ー錦80％以上インジウム5％以上JIS適合晶）  ・  ●●   

220AFBZXO（XI850（氾  タフネスⅢ  日本禽研工事株式会社         012曲事   搭  用橋台金 言2擢（偶60％以上インジウム5％以上J【S適合晶）  1ヱ￥106   

220AFBZXOO川5000  m  ストハードⅡ   株式会手十ルビー  2き季（t旨60％以上インジウム5％以上JIS適合品）  1ヱI106   

220AFBZX（XI146800  α  金ハう12   株式会社ルヒ－  ウム合金（禽12％以上JIS適合晶）  11：￥702   

220AFBZXOO14フロOO  巴  スト   l果式全社ルヒ－  創   事（一層609も以上インジウム5％以上JIS請合品）   12￥tO6   
220AFBZXO（〕148000  ルビス勺－ホワイト  1E￥89   

220AFBZXOO1510∝）  ハ－ル未ワイトーS  1ヱ￥106   

1g￥106   

1EYl504   
1∈￥19   

1ヱ￥106   

1g‡tO6   
1史￥†02   

lgY70222 
1庄一89   

1鑑￥113   

220AFBZX00172000  ヒ  キャストハうG12   1g￥了02   

220ÅFBZXOOt7ユ000  ソフ  トシルハ’－   1丘I89   

220AF8ZX（X）りヰ000  ナロアロイ  1gI106   
220AFBZXOO175000  ソフトシルハ’－S  1史￥106   

1g￥106   

1g￥106   

1E￥106   
220AKBZXO【氾81000  匹  スホ■ント’しRl監事含搾∃E材  1丘￥44t   

1ヱ￥gOO   

1ヱ￥268   

220AK8ZXOOO89000  マルチ・キュアGlハ▼ントセノント  1g‡900   
220AKBZXO（X），40（Xl    デスーハ’－／lイキャっト12  1ヱ￥702   

220AK8ZXO【旧950【旧    ゲマイルト’DX12   1gI702   
之20AK白ZXO【旧86000  ケうント■シルハ■－エス  ： －●   

220AKBZXOOO97000  ツワ  ミダシル／l■－DX   1ヱ￥106   

220AK巳ZXOOO98000  キヤスチルゲシルハ’－  田■舎【i工蔓株式会社        011腑撃l搭通用甜合金 ま1擢〔舘60％以上インジウム5％真玉JIS適合息）  1g￥89   

＝．6、   
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保険連用希望のあった新規の検査項目の概要  

○ サイトケラチン（〔：K）19mm  

区分：E3（新項目）（測定項Rが新しい品目）   

測定内容：乳輔所属リンパ節中のサイトケラチン（CK）19mRNA   

幸な対象：乳肺   

有用性：サイトケラチン（CK）19は乳輔リンパ節転移マーカーとして有川なタンパク質の一種で  

ある。乳癌に対する手術を行う際に、乳癌患者の所属リンパ節中のサイトケラチン（CK）  
19のmRNA（メッセンジャーRNA）を測定することによって、病理学的診断と同等の  

精度で、リンパ節転移の有無を迅速に判断できる。リンパ節転移がないと判断されれば、  
乳棍の干術におけるリンパ節部楕は不要となり、臨床的に有用である。  

参考：OSNA（One－SLep恥cleicAcidALnPllricilLionmeしhod）法とは、検体の可溶化から遺  
伝了増幅反応までをワンステップで行うことを特徴とした新しい技術であり、この方法  
を用いることにより、リンパ節転移の診断を迅速に行うことができる。   
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保険適用希望のあった新規の検査項目の概要  

0 しTDPグルク【】ン酸転移酵素遺伝子多理  

区分：E3（新項目）（測定項目が新しい品目）   

渕剋ノっ容：UDPグルクロン酸転移酵素遺伝子多型   

手な対象：塩酸イリノテカン（抗がん剤）の投与患者   

有用仲：本品はUDPダルクロン酸転移酵素遺伝子多型を判定ナることにより、UDPグルク  
Hン酸転移酵素活性が減少している患者の鑑別を補助する、つ し丁Ⅰ〕Pグルク‖ン酸転移  

酵素沌性の臍下は塩酸イリノテカンの重篤な副作川（山血球減少や下痢等）の発現率  

を高くすることが知られている。Lたがって本品は、塩酸イリノテカンの重篤な副作  

用を発現する可能性の高い患者を投与前にあらかじめ予測し、投与竜を調節すること  
によ／」て、安全で効率的な抗がん剤治療を可能にする。  

参考：UDPグルクロン酸転移酵素とは、［的物質の水溶性を高め、胆嚢や血液への移行を  

調整することで、より排出されやすい可溶性物質を形成するための酵素である、、この  
活性が低下していると、塩酸イリノテカンの代謝物質が尿中や糞中に排泄されにくく  
なるため、血中に留まりやすくなり、重篤な副作川の発現率が高くなる。   
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保険適用希望のあった新規の検査項目の概要  
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〇1，25ジヒドロキシビタミンn3（1，25（O一丁）2T）3）  

区分：E2（測定〟接が新しい品目）   

測定内容：血清又は山鳩中の1，25ジヒドロキシビタミンD3（1，25（OH）2丁）3）の測定   

主な対象：慢性腎不全、特発性副甲状腺機能低下症、偽性別甲状腺機能低下症、ビタミンD依  

存症Ⅰ型若しくは低リン血症性ビタミンD抵抗性くる病   

丞■用性：1，25ジヒドロキシビタミン∩3（1，25（OIT）2丁）3）の測定は、ラジオレセプターア  

ッセイ法ヌはRIA（RadioImmt】110Assay放射件免疫測定）法によるものが保険適  

応となっており、今回はそれに加えてELISA（EJIZyme LinkedI【nmunO SorbenL  

Assalr酵素免疫測定）法の盛事法⊥の承認がされたところである＝ELISA法による  

1，25シヒドロキシビタミンD3（1，25（OH）2r）3）の測定はRIA法と高い相関を  

示す一方、RIA法で必要な放射什物皆の管理が不要であり、より多くの施設で検査  

がp」一能となるなど、臨沫上のメリットがあるし．  

参考こ1，25ジヒドロキシビタミンn3（】，25（OTり 2r）3）は体内で代謝されることにより  

作られ、活性型ビタミンD3とも呼ばれるこ、骨代謝を促進し、丈夫で健康な骨を作る働  

きをする。慢性腎不全、特発性副岬状腺機値低下症、偽性副l‥状腺機値低下症、ビタ  

ミンD依存桔Ⅰ型若しくは低リン血症性ビタミンD抵抗仕くる病において一般的に低  

値を示し、これらの診断時又は活性甲4ビ●タミンD3剤による治療中に測定する。   
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体外診断用医薬品の保険適用上の区分  

・El（既 存）測定項目、測定方法とも既存の品目   

・E2（新方法）測定項目は新しくないが、測定方法が新しい品目  

例：「糞便中ヘリコバクター・ピロリ抗原」（測定項目）の測定方法と   

して「免疫クロマト法」を追加する場合   

「旦金星により測定した場合に限り算定」  

1   

「EIA法又は免疫クロマト法により測定した場合に限り算定」  

E3（新項目）測定項目が新しい品目   
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DPCにおける高壊な新規の医薬品等への対応について  

1新規に薬価収載された医薬品等については、DPCにおける診療報酬点数に反映   

されないことから、以下の基準に該当する医薬品等を使用した患者については、包   
括評価の対象外とし、出来高算定することとしている。   

前年度に使用案絹のない医薬品等については、当該医薬品等の標準的な使用に  
おける薬剤費く併用する医薬品も含む）の見込み額が、使用していない症例の薬  
剤費の平均十1SD を超えること。  

2 効能追加の薬事承認がなされた医薬品のうち、献血グロベニンートニチャク（乾燥   

ポリエチレングリコール処理人免疫グロブリン注射用）については、新規に追加さ   

れた効能である「天病癖（ステロイド剤の効果不十分な場合）」に対して使用した   

場合は、この基準に該当するため、当該効能に対して本剤を使用した患者について  
Jま、出来高算定することとする。   

＜参考＞   

献血グロベニンートニチャク（乾燥ポリエチレングリコール処理人免疫グロブリ   

ン注射用）   

・追加となった効能・効果：  

天痛瘡（ステロイド別の効果不十分な場合）   

・用法・用量：1日に400mgノkgを5日間遠日点滴静注   

・薬価：  

500mglOmLl瓶（溶解液付）  6，091円  

2．5g50mし1瓶（溶解液付） 27，312円  

5glOOmLl瓶（溶解液付）  53．907円  

・標準的な費用：  

400mg／kg x 50kg＝20、000mg（ZOg）＝5g製剤 4／くイアル  

5g製剤 4バイアル × 53，907円／1バイアル × 5日間  

＝盟廷8互PL   

・当該医薬品を使用するDPCでの診断群分類：  

MDGlO8 皮膚・皮下組織の疾患  
（分類080110xxxxxOxx）   

・当該医薬品を使用していない症例の薬剤費（平均＋1SD）：  

35P阜了点   
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「産科医療補償制度」創設に係る  

診療報酬上の対応について  
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第1  補償制度について  

当該制度は、分娩機関と妊産婦との契約に基づいて、通   

常の妊娠・分娩にもかかわらず脳性麻痔となった者に補償   

金を支払う制度であり、併せて、紛争の防止・早期解決の   

ために、医学的観点から事例を分析し、結果を両当事者に   

フィードバックするほか、原因分析された各事例の公開に   

より、同種の医療事故の再発防止等を図るものであり、平   

成21年1月1日から実施される（参考資料参照）。  

第2  課題  
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この制度に加入している分娩機関における分娩のみが、   

補償の対象となるため、1人でも多くの妊産婦をこの制度   

の対象とするためには、各分娩機関の本制度への加入が重   

要となる。このため、都道府県が‖P等を通じて行う医療機   

能に関する情報提供の項目に本制度の加入状況を追加する   

等の加入促進策を講じているところであるが、社会保障審   

議会の関係部会におし＼ては診療報酬上の対応を求める意見   

もあったところ。  

第3  論点   
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この制度への加入促進の観点に加え、リスクの高い分娩  

を取り扱うことの多い医療機関にあっては、妊産婦に対し  

て良質のサービスを提供する環境を整えているべきである  

との観点から、ハイリスク妊娠管理加算及びハイリスク分  

娩管理加算の算定要件に、この制度に加入していることを  

加えてはどうか。  

1  

純
良
酎
伽
頻
出
小
ペ
コ
†
′
、
 
 

［
経
国
督
］
 
 



産科医療補償制度創設に向けたこれまでの取組状況  
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1．医療紛争処理のあり方検討会（自由民主党政務調査会）  

（1）平成18年9月7日から11月17日までに6回開催  
○主に関係者からのヒアリング   

（2）平成18年11月29日（第7回）  

O「産科医療における無過失補償制度の枠組みについて」を公表  

○公明党「医療事故に係る無過失補償制度とADRに関する検討ワー  
キングチーム」においても同様の結論  
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2．産科医療補償制度運営組織準備委貞会（（財）日本医療機能評価機構）  

（1）平成19年 2月19日  

O「産科無過失補償制度創設事業」の委託契約を締結   

（2）平成19年 2月23日から12月19日までに11国開催  

○関係者からのヒアリング及び補償制度の内容について検討   

（3）準備委員会に産科医療補償制度に関する調査専門委員会を設置し、  

平成19年 4月13日から11月16日までに5回開催  

○脳性麻痩発生状況の調査、補償対象基準等を検討   

（4）平成20年 1月23日（第12回）  

○報告書のとりまとめ  
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3．社会保障審議会  

（1）医療部会  

○ 平成19年9月17日  

「緊急医師確保対策について（産科医療補償制度）」  

○ 平成20年9月4日  

「産科医療補償制度」   

（2）医療保険部会  

○ 平成19年9月20日  

「産科医療補償制度構築に向けてのこれまでの取り組み状況」  

○ 平成20年9月12日  

「出産育児一時金制度の見直しについて（産科補償制度関係）」  

3  



産科医療補償制度運営組織準備委員会報告書 概要  

1．基本的な考え方  

○ 平成18年11月に自民党・医療紛争処理のありん検討会においてとりまと軌られ   

た「産科医療における無過失補償制度の枠組みについ‾ご」に氾って、本制度創設に向   

けた検討をイ」つた。  

○ 分娩に係る医療事故（過誤を伴う事故および過誤を伴わない事故の両方を含む、）   

により脳什麻痺となった児およびその家族の経済的負担を速やかに補償するととも   

に、ヰ故原囚の分析を行い、将来の同碍車扱の防止に資する情報を提供することなど   

により、紛争の防止・早期解決および産科医療の質の向上を凶ることを目的とする1  

〔）産科医療の崩壊を一刻も早く阻止する観点から、民間の損害保険を活用して早急な   

立ち上げを凶る。  

○ 制度未加入の分娩機関で山生した児は補償対象とならないため、原則とし‾こすべて   

の分娩機関が本制度に加入する必要がある。  

2．補償  

○ 分娩機関と妊産婦との間で触り交わLた補償契約にもとづいて、1該分娩機関から   

当該児に補償命を支払う。分娩機関は補償金を支払うことによ′〕て被る損害を担保す   

るた裾こ、運営組織が契約者となる損害供倹に加入する。  

こ）卜咄ま補償内容について標準約款で公示し、各分娩機関はこれに即して補償約款を定   

める。  

○ 補償の対象は、通常の妊娠・分娩にもかかわらず脳性麻痺とな／）た場合とし、原則   

として．■l性体重2，000g以上かつ在胎週数3二弓過以上で、身体障害者昔級1・2   

級相当の重症者とするu ただし、先天件要囚等の除外基準に該当するものを除くし，  

○ 出隼体重・在胎週数の基準を下回る場合でも、在胎週数28遇以上の児については、   

分娩に係る医療事故に該当するか否かという観．たから個別審査を行う、つ  

し）補償対象者数は倣わ500～800人と見込まれるが、制度設計に際しては、この   

推計数が地域仰のある、かつ、限定された範閥のデータにもとづくことなどを踏まえ、   

慎重に検討する必要がある、，  

○ 補償金の支払い方法は、看護・介護費川の一助という観点からは隼金力式が望まし   

いが、生存曲線に関するデータ不足等から商品化が極めて困難であるた摂）、給付総額   

を♪め定めた・時命＋分割命方式を提言する、，  

○ 補償水準は・時金として数百万円、分割金として総額2千万円程度を目処とし、分   

割金沈原則として20叶間、児の生存・死Lを問わず支給する。   
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○ 補償申請者は分娩機関であり、申請の期間は原則として牛後1年以降、児の満5歳   

の誕生日までとする。  

○ 補償対象か否かは運営組織が ∵元的に審′註する。具体的には、医学的専門知識を有   

する産科医等による書類審査の結米を受けて「審査委員仝」が最終決定を行う。  

○ 分娩機関に損肯賠償幸代がある場合は、本制度から支払われる補償金と損害賠償金   

が⊥皇給付されることを防止するために調整を行う、．  

3．原因分析・再発防止  

○ 紛争の防止・甲・期解決のために、運営組織が委嘱した岸科医が医学的観点から事例   

の分析を行い、その結果を運営組織に訟撞する席科医、助荏師および学識経験者等を   

中′L、に構成される「原因分析委員会」において最終確認のうえ、分娩機関と児・家族   

にフィードバックする、，  

〇 運営組織に 「再発防止委員・会」を設世し、原因分析された個々の事例情報を体系的   

に整理・蓄積し、広く社会に公開することにより、将来の同種の医療事故の軒発防止   

等、産科医療の質の向卜を図る。  

4．運営組織  

○ 運常組織は、本制度の各種業務をH滑かつ全国的に行う値力を有しており、営利を   

口的としない公正で中立的な組織であることが必要である、1  

5．制度創設時期および見直し  

○ 本制度江平成20年度内の創設を［指す。なお、制度発足時用心支が破綻しないよ   

う余裕を持った設計とし、遅くとも5牛後を目処に、制度内容について検証し、適廿   

必要な見直しを才J▲うり  

6，広報  

○運営組織、国や地方公共出体および関係出体等は連携し、積極的な広報活動を行う   

ことが重要である：二  

7．国の支援および連携  

○ 国が本制度に対▼L、山鹿育児一時金の適宜引き卜げ、標準約款の公示、費用の支援、   

加入率を高めるための施策の実施等の様々な支援を行うことが不可欠であるし，  

産科医療補償制度運営組織準備委鼻会委員名簿  

近藤祉会保障法律市務所   

日本医療機催評価機構 理事   

今口本病院臨会 常任理事   

祢津邑吉保険ジャパン 取締役常務執行役員   

今回社会保険協会違令会 理事長   

日本病院会 副会長   

口本助産師全 副全島   

連合「患者木位の医療を確立する連絡会」委員   

よ都大学名誉教授   

口本医師会 常任理市   

医事評論家   

読山新㈲火京本社編集局次良   

東武人ツ人一、ユ1院医′丁：系研究科 公衆衛生・’ユ1教授   

すずかけ法什市務折   

目本匠一、；1会 会長   

口本医師会 副会長   

野H・相煉・石黒法律事務所   

口本小児科医全 会長   

官樺 潤法律事務所   

東京海上日動火災保険㈱ 常挨取締役   

元公務員共済立川病院 診療部長  

㊤ 近 藤 純正郎   

○ 河 北 博 文  

飯 川 修 平  

石 井 雅 夫  

伊 藤 雅 治  

大 井 利 夫  

岡 本 幸代子  

勝 村 久 司  

加 藤 尚 武  

木 下 勝 之  

行 天 良 雄  

二正阿弥 宏 安  

小 林 廉 毅  

鈴 木 利 廣  

高 久 史 麿  

竹 嶋 康 弘  

野 田 愛 子  

保 科  清  

宮 樺   潤  

八 木   孝  

‥l口 光 哉  

◎委員長、○委員長代群 （要員の記載は五十音順）   



7 審査及び過失責任との関係   

○ 運営組織が、給付対象であるかどうかの審査を行うとともに、事故原因  

の分析を実施。   

○ 事故原因等については、再発防止の観点から情報公開。  

○ 過失が認められた場合には、医師賠償責任保険等に求償。  

産科医療におけ冬無過失補償制度の枠組みについて  

平成18年11月29日  

自由民主党政務調査会  

社会保障制度調査会  

医療紛争処理のあり方検討会  

1 趣旨  

○ 分娩時の医療事故では、過失の有無の判断が由難な場合が多く、裁判で   
争われる傾向があり、このような紛争が多いことが産科医不足の理由の一  

つ。  

○ このため、安心して産科医療を受けられる環境整備の一環として、   

1）分娩に係る医療事故により障害等が生じた患者に対して救済し、   
2）紛争の早期解決を図るとともに、   

3）事故原因の分析を通して産科医療の質の向上を図る仕組みを創設。   

2 制度の運営主体   

○ 日本医師会との連携の下、「運営組織」を設置。  

○ 運営組織が、補償対象かの審査や事故原因の分析を実施。   

3 制度の加入者   

○ 医療機関や助産所単位で加入。   

4 保険料の負担と、これに伴う分娩費用の上昇した場合の対応   

○ 医療機関や助産所が、運営組織を通じて保険会社に保険料を支払う。  

○ 保険料の負担に伴い分娩費用が上昇した場合は、出産育児一時金での対   

応を検討。   

○ 保険料の支払いについては、医療機関や助産所にとって加入しやすいも   

のとするため、関係者の合意により、出産育児一時金の受取代理の仕組み  

を活用する。   

5 補償の対象者   

○ 補償の対象は、通常の妊娠・分娩にもかかわらず、脳性麻痩となった場   

合とする。なお、通常の分娩の定義や障害の程度、対象者の発生件数の調   

査など制度の詳細な仕組みについては、事務的に検討。   

6 補償の額等   

○ 補償額については、保険料額や発生件数等を見込んで適切に設定。   

○ 現段階では、○千万円前後を想定。  

8 国の支援  

○ 産科医の確保や事故原因の分析を通じて安心できる産科医療が確保さ   

れ、ひいては、少子化対策にも資することから、国は制度設計や事務に要   

する費用の支援を検討。   

9 その他   

○ この制度は、喫緊の課題である産科医療についての補償制度の枠組みで   

はあるが、今後、医療事故に係る届出の在り方、原因究明、紛争処理及び   

補償の在り方についても具体化に向けた検討を進める。  

⑭   
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第17回医療経済実態調査について  

○ 第17回調査の実施について  

第17回調査の実施に向けた調査設計に係る議論が必要であり、調査実施  

、小委員会を開催して、平成20年度中に結論を得ることとしてはどうか。  

事務局より第17回調査に係る主な論点を提示  

論点に沿った議論  

議論を踏まえ、事務局より第17回調査の実施案等を提示  

○ 調査を平成21年6月に実施するとした場合のスケジュール  

10月   ○総会（調査実施に向けた検討）  

1†月－2月  
平成20年度  

※ 月1匡l程度開催  

2月－3月   

6月   ○調査月  

7月末  ○回答期限（7月末は、医療機関等調査の回答期限であ  

り、保険者調査の回答期限は8月未である）  
平成21年度  

8月一10月          ○調査票の集計・分析  

10月下旬  ○調査実施小委員会（速報値の報告）  

10月下旬  ○総会（速報値の報告）  
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介護老人保健施設入所者に対して医療保険か  
ら算定できる医療サービスの概要について   
併設している病院・   併設していない病院・  

（※4別紙）  

介護老人保健施設入所者に対して医療保険から算定できる項目  
算定できるものについては「O」  

算定できないものについては「×」   

併設保扶医  

分類   演員  併設保険・療機関以外  
医療機関の保挨医療   

基本診療料  A∝0初言多料、A001再喜多料、A002外来言多度科   ×   〔〕   
持渇診療科   医学管理等    ×  

その他のもの   ×   

在宅医療  COOO往診料  ×  
在宅自己腹膜湾流の薬剤料、在宅療婁指導官理の特定保険医凛材料料および材   
料加算  

（※6参照）  
○  

その他   ×   
検査   ［沿00へノ［×〕27検体検査   

○呼吸循環機能検査等のうらD208心電国検査、D209負荷心電国検査  

○負荷試論等のうらD286肝及び腎のクリアランステスト、D287内分泌負荷  ×  
試島貫、D288糖負荷試皇婁  

○上害己を準用して点数の算定される特殊な検査  
その他のもの  

画像診断  ○   
投薬   以下の内服薬および外用薬の賃用   

○抗悪性腫瘍剤（悪性新生物に曜悪している悪者に対して投与された場合に限  
る〕  

○疫病⊃ントロールのための医療用麻薬  ○  
○抗ウイルス剤（B聖肝炎またはC聖肝炎の効能もしくは交む実を有するものお  
よび後天性免疫不全症候群またはHlV懲染症の効能もし＜は兎む栗を有するも  
のに限る）  

その他のもの   ×   
注射   以下の注射薬の辛用   

○エリスロポエチン（人工胃拒または腹膜淫流を受けている患者のうち腎性貧  
皿状態にあるものに投与された場合に限る）  

○ダルベホ工テン（人工腎臓または腹膜潜流を受けている患者のうら腎怯貧血  
状態にあるものに投与された場合に限る）  

○原信コントロールのための医療用麻薬  

○インターフェロン製剤（B聖肝炎またはC聖肝炎の効能もしくは効果を育す  
るものに限る）  

○  

○抗ウイルス剤（B聖肝炎またはC型肝炎の効能もし＜は効果を有するものお  
よび後天性免疫不全症候群または川∨感染症の効能もしくは効果を青するもの  
こ限る）  

○血友病の治療に係る血液凝也凶手製剤および血液凝国囲手抗体迂匝闇性複合  
体  

その他のもの   ×   
リハビリ  OHOOl脳血管疾患等リハビリテーション料、H002運動器リハビリテーショ   
テーション  ン料、H（X）4摂貪機能療法、H005視能訓練  ×  

○上記を準用して点数の算定される特殊なリハビリテーション  

診療所の場合  

‾▼▼一‾‾‾‾‾‾●●‾‾‾‾■‾‾－‾‾‾‾－‾－‾‾‾‾‾‾‾‾‾●●‾‾●‾‾  

診療所の場合  

初・再診料，外来診療料、往診料   

診療情報提供料（一部のみ）  

検査料  
換気力学的検査、超音波検査、内視鏡検査、旦鼻咽喉   
科学的検査、眼科学的検査、皮膚科学的検査等  

処置料  
熱傷処置、イレウス用ロングチューブ挿入法、人工腎臓、胃廣  
カテーテル交換法、皮膚科処置、眼科処置、耳鼻咽喉科処置等  

リハビリテーション料  

［心大血管」ハビリテーション、呼吸器リハビリテーション等］  

内服薬及び外用薬  
抗悪性腫瘍剤、疾病コントロールのための医療用麻薬、抗ウイル  
ス剤（B型肝炎、C型肝炎、AIDS又はHIVの効能効果を有  

するもの）  

注射薬  

エリスロポエチン、タルペボ工テン（人工腎臓又は腹膜濯流を受けてい  

る患者のうら腎性貧血にあるものに投与された場合）  

疫病コントロールのための医療用麻薬  
インターフェロン製剤（B聖肝炎、C型肝炎の効能効果を育する毛の）  
抗ウイルス剤（B型肝炎、C聖肝炎、AIDS、HJVの効能効果を有  
するもの）  

血友病の治療に係る血液凝固因子製剤及び血液凝固因子抗体迂回活性複  
合体  

※1 画像診断、放射線治療、病理診断は併設・併設以外に拘わらず算定できる  

※2 精神科専門療法は併設・併設以外に拘わらず算定できない  
※3 算定できる項目は機器を持ち込んでも変わらない  
※4 詳細については別紙参照  
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精神科専門療法  ×   

処置   下記以外のもの    0  
一般処置のうち   OJOOO創傷処置（6，000cn†以上は芦定可。ただし循瘡に係   

るものは算定不可）  

OJO∞手術後の創傷処眉  
OJOO2ドレーン法（ドレナージ） ○（J007）腰椎穿刺  
OJOO8胸腔穿刺（洗浄、注入および排液を含む）  

OJOlO腹腔穿刺（洗浄、注入および排液を含む）  

OJO18喀痍吸引 OJO22高位浣腸、高圧浣腸、洗腸  
OJ022－2摘便 OJO24酸素吸入 OJO25酸素テント  
OJO26間敬的陽圧吸入法  
OJ032月工門拡張法（徒手またはフジ一によるもの）  

OJO36非違納性ヘルニア徒手整復法  ×  
OJO37痔核敬頓整複法（脱肛を含む）  

OJO44救命のための気管内挿菅 OJO45人工呼吸  

救急処置のうら         OJO46非閑胸的心マッサージ OJO50気管内洗浄  

OJO51胃洗浄  

泌  尿器科処置の  OJ060膀胱洗浄（薬液注入を含む）  

うち  OJ063留置カテーテル設置  

OJ068翫頓包茎整復法（陰茎絞掴等）  

Jl  16～Jl19－4整形外科的処眉（Jl17鋼線等による直達牽弓lを除＜）  

栄善処置のうらOJ120鼻腔栄妻 OJ121滋蓋浣腸  
上  己を準用して点数の算定される特殊な処眉   

手術   下  己以外のもの  
OK（X：沿創傷処理（長径5cm以上で筋肉、転器に達するもの［KO00「2」  
「3」］を除＜）  

OKOOl皮膚切開術（長径20cm未満のもの［KOOl「1」「2」］に限る）  
OK002デフリードマン（100cポ未満のもの［K002「1」］に限る）  
OKO89爪甲除去循 OKO90ひよう痕手術  ×  
OK28（5外耳道異物除去術（極めて複雑なもの【K286「2」］を除＜）  
OK369咽頭異物摘出術 OK430顎関節脱臼非観血的整復術  

OK606血管露出術  
上  己を準用して点靭の算定される特殊な手術   

麻酔   下  己以外のもの   0  
○（L∞1）静脈麻酔 OLlO5硬頗外フロックにおける麻酔剤の持続的注入  
○  上記を準用して点数の算定される持株な麻酔   

×  

放射線治療  ○   
病理診断  

（※6）  

●介護老人保健施設入所者に対して医療保険から算定できる特定保険医療  
材料   
0 001腹膜透析液交換セット   

0 002在宅中心静脈栄養用輸液セット   

○（：X）3在宅寝たきり念書処置用気管内ディスボーサブルカテーテル   

0 004在宅寝たきり患者処置用膀胱留置用ディスポーザブルカテーテル   

0 005在宅寝たきり患者処置用栄養用ディスポーザプルカテーテル   

0 006在宅血液透析岡持定保険医療材料（回路を含む）   

（1）ダイアライヴー（2）吸着型血液浄化器  

●介護者人保健施設入所者に対して医療保険から算定できる在宅療養指導  

管理材料加算   
O C150血糖自己測定器加算   

O C151注入器加算   

O C152闇歌注入シリンジポンプ加算   

O C153注入器用注射針加算   

O C154紫外線殺菌器加算   

O C155自動腹膜濯流装置加算   

O C156透析液供給装置加算   

O C157酸素ボンベ加算   

O C158酸素濃縮装置加算   

O C159液化酸素装置加算   

O C159－2呼吸同調式デマンドバブル加算   

O C160在宅中心静脈栄養法用輸液セット加算   

O C161注入ポンプ加算   

O C162在宅成分栄養経菅栄養法用栄養菅セット加算   

O C163闇叡尊尿用デイスボーザプルカテーテル加算   

O C164人工呼吸器加算   

O C165経鼻的持続陽圧呼吸療法用治療器加算   

O C166携帯型デイスボーザプル注入ポンプ加算   

O C167疫病管理用送層器加算   

O C168携帯型精密輸液ポンプ加算   

O C169気管切開患者用人工鼻加算  

※5 診療情報提供料は、B009注4に規定する、介護者人保健施設に入所する精神障害  
者の社会復帰の促進に必要な情報を当該施設に提供した場合に算定するものに限る  

④   




